大阪府立門真スポーツセンター条例の改正（概要）
教育委員会事務局教育振興室保健体育課
■改正の理由

大阪府立門真スポーツセンター（以下「センター」という。）のスケートリンクで使用するスケート靴の貸出は、現在は、指定管理者による自主事業の一環として実施されており、貸靴代は自主事業の収入として指定管理者が徴収している。

今後は、センターの管理運営業務の一環としてスケート靴の貸出を実施するものとし、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第８項に規定する利用料金として位置付け、条例にその上限額を新たに設定するため、所要の改正を行う。
■改正の内容
大阪府立門真スポーツセンター条例別表三に新たに項目を追加する。

スケートリンク用貸靴　１足１日520円
　　
　　・近隣府県等にある同様の施設の状況を調査した結果、１日あたり無料もしくは300円から520円の料金の徴収を実施している。

・他の類似施設とも比較衡量し、利用者に対し過度に負担を生じさせないよう、近隣府県等の類似施設を参考とし、1日当たり520円で規定することとした。
　　　（比較一覧表は別紙のとおり）

■施行期日
平成27年４月１日
（理由）

　指定管理者が自主事業の収入として徴収していた貸靴代を、次年度より利用料金として収受するため。
■政策アセスメント・制度間調整

　貸靴の金額について、財政課と協議済
